令和４年度　事　業　計　画　書
１　基本方針
センターは、設立以来、地域社会に密着した臨時的かつ短期的またはその他の仕事を家庭、事業所、公共団体等からの引き受け、これを会員に提供するというシルバー事業の仕組みを通じながら、公共性と公益性を有する団体として、豊かな高齢化社会おける重要な役割を担っています｡
さて、コロナ渦に始まる近年の社会情勢と国際的な動向は、私たちの社会生活に様々な形で影響をもたらし、昨年来の原油高騰による諸物価の値上げ等と相まって、暮らしの先行きへの不透明感が漂うものとなっています。
そのような中、センターの受託事業額実績は、着実に実績を伸ばして参りました。とりわけ令和元年度及び２年度は、様々な懸念があるなか、安定した就業環境が確保され、５,０００万円超えの実績となりました。そして、大きく伸びた前年度実績を踏まえ、新年度はこれを超える目標額を見込んでいます。
こうした伸びに伴い、就業延人員も令和３年度は１３,３０１人まで増えており、新年度は会員の皆さまの活躍の場がさらに広がることを期待するところです。一方で、会員数は１５０名前後の推移で留まっており、一人当たりの就業時間数の負担を考慮する上からも、会員数を増やすことが大きな課題となっています。働く意欲のある高齢者の思いに応え、1人でも多くの皆さまに入会してもらえるよう取り組んで参ります｡
また、センターの利用を希望するお客さまが年々増えていることへの感謝と、「信頼」「安心」といったお客さまが寄せる声を大きな糧として、より良い管理運営に努めて参ります。
　　併せて、本年度より新たに派遣業務にも取組むこととしており、多様化する地域のニーズを的確に把握し、そして会員の皆さまの活躍の場に繋がるよう、従来からの「就業機会の確保」「会員数の拡大」「安全就業」を基本として事業活動を推進して参ります。

２　事業計画
（１）就業機会の確保と提供
　　　センター事業の円滑な発展を図るため、ホームページ及びチラシ等を作成配布するほか、会員による知人への紹介なども活用し、積極的にセンターＰＲを行うとともに、民間事業所、一般家庭、公共団体等からの業務継続、冬期の新たな職域事業の開拓に努め、会員の就業ニーズに応えられるよう、請負業務に加え、令和４年度より派遣業務の承認により、就業機会の拡大を図り就業機会を提供出来るように努める。
（２）会員の確保
　　①会員の一声運動（会員1人１入会）の継続、町の広報「やまもと」やホームページ等で入会説明会の案内、昨年に引き続き募集案内の配布などに努める。
　　②令和４年度における会員目標を１６０人とする。
　　③女性会員の入会促進。
（３）安全・適正就業の推進
　　　安全がすべてに優先を合言葉に、就業上の事故防止、交通事故防止、健康管理等の会員の意識の高揚と安全就業に努める。
1 安全管理委員会・安全パトロールの開催
（４）研修・講習事業の実施
　　①草刈り講習会・植木剪定講習会など
②健康管理講習会の開催
（５）社会参加活動の実施
　　　会員同士の連携強化を図り、関係機関などと社会奉仕活動が出来るように努める。

３　令和４年度計画目標
　　　会 員 数　　　   １６０人
　　　受注件数　　　　 ６５０件
　　　契約金額　　６４，０００千円
　　　就業延人数　１３，５００人日





